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研究要旨 脊柱靭帯は骨化することが知られている（後縦靭帯骨化症：OPLL、黄

色靭帯骨化症：OLF）。前縦靭帯の骨化は、脊柱以外の骨化傾向も含め、びまん性

特発性骨増殖症（DISH）と呼ばれ、OPLL や OLF は DISH の部分症との考えがある

が、詳細については良く解っていない。本研究では、当院で施行済みの 3013 名の

胸部 CT 検査結果を用いて調査したこれら 3 疾患の有病率から脊柱靭帯骨化症

（OPLL、OLF、DISH）の関連性について調査した。 

 

Ａ． 研究目的 

後縦靭帯骨化症（OPLL）、黄色靭帯骨化症

（OLF）とびまん性特発性骨増殖症（DISH）

との関連性について有病率などの疫学的デ

ータから調査すること。 

 

Ｂ．研究方法 

当院にて呼吸器疾患、またはその疑いの

ために施行された胸部 CT 検査のうち、15

歳以下の小児、脊椎手術の既往が有るもの、

全胸椎の評価が不可能であるものを除く連

続症例を対象とした。胸部 CT 撮影データを

ソ フ ト ウ ェ ア (AquariusNet Viewer, 

TeraRecon, Inc., CA)を用いて骨条件に変

換し、DISH の有無や骨性架橋椎間数などに

ついて調査した（図 1）。 

DISH の診断には Resnick の診断基準を用

いた。OPLL は厚さ 3mm 以上の骨化とし、椎

間板レベルに限局する hard disc type は除

外した。OLF については確立された CT 分類

が無いために独自に設けた基準（Mori et al. 

Spine 2013）に従って評価した。 

有病率や年齢分布、男女差などを統計学

的に解析してこれら 3 疾患の関連性につい

て検討した。統計にはt検定やWelch検定、

カイ二乗検定を必要に応じて使用し、解析

には SPSS ver. 22.0（SPSS Institute, 

Chicago, IL）を使用した。 

 

（倫理面での配慮） 

調査にあたっては、個人を背番号化する

など、個人を特定できないように配慮して

いる。本研究は、当施設の倫理委員会の承

認を得て行った。 

 

Ｃ．研究結果 

3013 名（男性 1752 名、女性 1261 名、平

均年齢 65 歳）についての調査が可能であっ

た。この集団における OPLL、OLF、DISH の

有病率はそれぞれ 1.9％、36％、8.7％であ

った。DISH を認めた患者での OPLL および

OLF の有病率は、それぞれ 7.7％、38％であ

った。OPLL または OLF を認めた患者での

DISH の有病率はそれぞれ 36％、9.0％であ

った。これら 3 疾患の特徴を表１に、年代

別有病率を図１に示す。 



 表 1．DISH, OPLL, OLF の特徴 
ND: no difference, BMI: body mass index 
女*: 有意差は無いが傾向あり 
30s→**: 30s 以降はほぼ一定 

図 1．DISH(上段)、OPLL (中断)、OLF (下段)の年代別有病率の分布 
 

統計学的な解析では、DISH があると OPLL 

の存在する相対危険度（RR）は 5.9 倍と有

意に増加した（95% CI: 3.4-10）。一方、DISH

がある場合のOLFの RRは 1.0倍であり有意

な関連性を認めなかった（ 95% CI: 

0.88-1.2）。OPLL と OLF について検討する

と、OPLL があると OLF の RR は 1.8 倍と有

意に増加した（95% CI: 1.4-2.2）。そこで、
OPLL の有無により DISH と OLF との関連性

を再評価した。OPLL がある場合、DISH があ

るとOLFのRRは1.2倍（95% CI: 0.81-1.8）、
OPLL が無い場合のそれは 0.97 倍（95% CI: 
0.81-1.2）となり、いずれも有意な関連性

を認めなかった。 

 

Ｄ．考察 

これまでの報告において、OPLL や OLF 患

者の脊椎外病変の分布や形態が DISH のそ

れと類似していることなどから、OPLL や

OLF は DISH の一部分症であるとの指摘や

（Hukuda et al. Skeletal Radiol 1983）、

DISH の 25%～50%に OPLL が認められる

（Ehara et al. Eur J Radiol 1998）とす
るなど、これら 3 疾患には関連性を認める

との報告があった。しかし、既存の報告は、

対象がほぼ手術症例に限られていたり、サ

ンプル数が少なかったりと調査に限界があ

った。我々が渉猟しえた限りでは、これま

でに非手術症例の幅広い年齢層を対象とし

て、これら 3 疾患の関連性について検討し

た報告はない。 

今回の調査からは、OPLL と OLF が DISH

に含まれるとは言えなかったが、DISH と

OPLL とは有意な関連性を認めた。しかし、

ひとつの横断研究の結果のみで、これら 3

疾患の関連性を結論づけることは出来ない。 

これまでに、これら 3 疾患の病因につい

て、代謝・内分泌や遺伝子、変性、メカニ

カルストレスの関与が報告されているが、

解明には至っていない。病因が明らかとな

れば、これら 3 疾患の関連についても答え



に近づけるものと考えている。 

 

Ｅ．結論 

胸部 CTデータから調査した DISH、OPLL、

OLF の有病率からみたこれら 3 疾患の関連

性の検討では、DISH と OPLL、および OPLL

と OLF に有意な関連性を認めたが、DISH と

OLFには有意な関連性は認められなかった。 
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